
�インナーシティにおける
生活再建の展開



第�部では，神戸のインナーシティにおける生活の再建の実態をあきらかに

する．インナーシティとは，バージェス（Burgess, E. W．）の同心円地帯理論で

いうところのCBD（Central Business District）の外側を占める遷移地帯のことで

ある．インナーシティの特徴として，一般には�経済的基盤の低下，�アンバ

ランスな居住者，�物的環境の悪化，などが指摘される．そうした状況下にあ

って，今回の震災に遭遇したのである．どのような取り組みがなされたのであ

ろうか．

第1章「商店街の復興まちづくり」（小松）は，中央区の周辺部に位置する近

隣型商店街ないしは地区中心型に近い商店街における，大規模な再開発や共同

化事業をめぐる問題を取り上げている．各個店の集まりである商店街の振興組

合の総会は商店街を近代化・高度化しようとする基本計画案を承認したが，そ

れは，この計画案が基本的な全体構想なり方向づけを描いただけのものである

からである．今後この基本計画案に沿って各個店を拘束する具体的な内容を含

んだ事業計画を作成・実施する段階になると，議論百出ということになりかね

ない．というのは，各個店では，個人で店舗の再建を進めているからである．

こうした総論賛成，各論反対のケースは多くの地域でもみられるところであり，

今後を見届ける必要があろう．そうしたことになるのは，全体計画案が長期的

な視野にたってつくられるのにたいし，各個店では明日の生活のため，きわめ

て短期的な観点からすぐ実行に移しうる策を考えるからであろう．この問題は，

古くからの課題である私と公という問題と無関係ではない．

第2章「まちづくり成熟地区における生活再建への道」（今野）は，長田区真

野地区の被災住民の生活再建過程を詳細に考察したもので，そのねらいは，地

元住民組織が，被災住民に行ってきた支援活動を分析し，そうしたなかで真野

地区の復興の方向と課題とをあきらかにすることにある．周知のように，真野

地区のまちづくりの歴史は，古く1960年代のなかごろにまでさかのぼることが

でき，まちづくりのあり方は真野モデルとしても知られている．真野地区は，

このように震災前からまちづくりの伝統があるところなので，震災にさいして

も弱い者の立場にたって事が進められ，避難や救援活動は，まちづくり推進会

のリーダーたちのもとで被災直後から効率的になされてきた．しかし，どうし
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ても生活再建から取り残された人が出てくるのを避けることはできなかった．

これは，インナーシティの場合，住環境の更新のたびにジェントリフィケーシ

ョンが生じるといわれていることと，軌を一にするものである．これをいかに

防止するかが課題である．ここに今後の問題点として，まちづくり協議会，ま

ちづくり推進会会議などの住民参加の問題が，また，被災からの復興と階層と

の関係が，浮かび上がってくる．

第3章「4年目を迎えた生活と住宅の再建の歩み」（徳田ほか）は，神戸市域

の区画整理事業地区のうちもっとも早く事業が進捗している鷹取東地区（1998

年3月時点で仮換地率90％余）において住宅を中心に生活の再建状況を調査した

ものである．それは「区画整理はできたけれど，住宅は建つのか」という問題

意識を含んでいる．4年目を迎えた時点で「すでに地区内に居住」が24％，「住

宅を建てて戻る見込みがある」が28％となって，かろうじて半数を超えるとい

う．そして，被災者の3年間の生活を聞き取るなかで，いくつかの事例にまと

め，住宅再建の有利，不利の条件を分析している．

これら3つの考察は，現われ方は異なるが，震災後の商店街，町，住宅の再

建が弱い者を取りこぼしながらしか進んでいないことを，あらためてあきらか

にしている．このほかの調査研究として，清水（1998）は，長田区野田北部地

区を対象として，区画整理事業に指定された一部とそうでない大部分を整合さ

せながら復興まちづくりを進める過程をとらえている．
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